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Ⅳ にぎわいと活力にみちたまちづくり 

◎本市を支える産業の振興 

(施)中小企業金融対策費（経済部 商工観光課） 

８１７，７０７千円（822,200千円） 

    １ 事業目的 

中小企業の育成振興、経営安定化、合理化、設備近代化の資金需要に対応するための融資

制度。 

    ２ 事業年度 

       昭和２７年度～ 

    ３ １８年度の事業内容 

       □融資預託金 ７７４，０００千円 

制 度 名 中小企業振興資

金（長期）       

中小企業振興資

金（季節） 

中小企業緊急経

済対策特別資金 

中小企業設備近

代化資金 

預 託 金 240,000千円 4,000千円 30,000千円 500,000千円 

融 資 枠 2,400,000千円 20,000千円 300,000千円 2,000,000千円 

１ 市内で1年以上継続して同一事業を営んでいるもの 市内で営業して

いるもの及びし

ようとするもの 

２ 市税の滞納のないもの 同左 

融 資 対 象 

３ 愛媛県信用保証協会の保証対象業種 同左 

資 金 使 途 運転・設備資金 運転資金 運転資金 設備資金 

貸付限度額 5,000千円 3,000千円 3,000千円 60,000千円 

貸 付 期 間 60か月以内 6か月以内 60か月以内 120か月以内 

貸 付 利 率 国民生活金融公

庫普通貸付利率

－0.5% 

国民生活金融公

庫普通貸付利率

－1.0% 

国民生活金融公

庫普通貸付利率

－0.5% 

国民生活金融公

庫普通貸付利率

－1.0% 

保証料率 基本料率－割引料率－0.15% 基本料率－割引料率 

保証料助成 完済後保証料相当額を全額助成 完済後融資金500

万円を限度に相

当額を助成 

保証人 個人1名、法人2名 

取扱金融機

関 

伊予、愛媛、東予

信金、三井住友、

広島、百十四、香

川、高知の市内

本・支店 

伊予、愛媛、東予

信金、の市内本・

支店 

伊予、愛媛、東予

信金、の市内本・

支店 

伊予、愛媛、東予

信金、三井住友、

広島、百十四、香

川、高知の市内

本・支店 

       □中小企業豪雨災害対策特別融資預託金（貸付残高分） ３８，１６６千円 

       □融資業務委託料（商工会議所） ３，１１３千円 

       □愛媛県信用保証協会負担金 ２，４２８千円 

         信用保証料減額分（△0.15%分）の１／２を市が負担 

４ 財源内訳 

   □諸収入（812,166千円）□一財（5,541千円） 
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(施)中小企業振興対策費（経済部 商工観光課） 

２０，０７８千円（20,250千円） 

    １ 事業目的 

｢自社製品を持つ企業の育成｣や｢自立型請負業｣への転換を支援し、本市中小企業の育成、

振興を図る。 

    ２ 事業年度 

       昭和５９年度（１０月）～ 

    ３ １８年度の事業内容 

       □新居浜市中小企業振興条例に基づく助成（１３事業） ２０，０００千円 

        共同化等事業、共同施設設置事業、事業所設置事業、事務所等賃借事業、新製品開発事

業、共同研究事業、倒産防止対策事業、人材養成事業、市場開拓事業及び催物等事業、

先端機器導入事業、雇用促進事業、福祉厚生施設設置事業、退職金共済事業 

       □事務費（啓発用リーフレット等） ７８千円 

 

◎産業を支える人材の育成 

(施)別子山短期滞在事業費（経済部 別子山支所）（拡充） 

１，２４５千円 

    １ 事業目的 

新居浜市外から別子山地区に定住する意志のある人に短期滞在の機会を提供し、定住の促

進及び地域の活性化に資する。 

    ２ 事業年度 

       平成１７年度～ 

    ３ 事業概要 

       □滞在施設借上料 １，１２５千円 

・最短２週間～最長１か月の滞在 

        ・筏津キャビン・活性化推進住宅を提供 

       □講師謝礼 １２０千円 

        ・短期滞在期間中の体験メニュー（炭焼き・木工細工等）講師謝礼 

         将来、別子山地区に定住し、レストラン経営・アトリエ経営・工房経営等を行う意志

のある短期滞在者を全国から募集し、滞在体験をレポートしてもらうなど、将来の地

域作りに資する人材を確保する。 

□公募期間 平成１８年４月１０日～９月３０日 

       □募集人員 ６人～１０人（単身、夫婦、家族でも可 期間中最大６家族まで） 

  □応募方法・・・メール応募、マスコミ、情報誌に掲載依頼（Ｅメール、郵送受付） 

       □応募者選定 「別子山短期滞在者選定委員会」を設けて選定 

       □滞在場所  筏津キャビン １棟、市営活性化推進住宅 ２棟 

       □滞在期間    最短２週間、最長１か月 

実施期間：平成１８年５月１０日～１０月３１日 

       □体験メニュー  炭焼き、木工細工、渓流釣り、アマゴ養殖、野菜づくり、草刈り、間

伐、山岳トレッキング、レストラン等の手伝い（ただし、体験であり

報酬はなし） 

□支援体制    地域住民及び支所職員による「別子山短期滞在者サポート委員会」を

組織し、休耕中の田畑・空家の紹介、郷土料理教室の開催等、短期滞

在者の支援を行う。  
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       □滞在中の経費  筏津キャビン： 食費等生活費は自己負担 

活性化推進住宅：住宅費は無料、ただし、生活用品、光熱費、食費等 

生活費は自己負担 

       □公募期間    ４月１０日～９月３０日 

       □応募者選定   ５月１０日～９月３０日（随時） 

    ４ 財源内訳 

       □別子山振興基金（１，２４５千円） 

◎企業誘致・立地の推進 

(施)企業立地促進対策費（経済部 商工観光課） 

５０，０００千円（53,000千円） 

    １ 事業目的 

新居浜市企業立地促進条例に基づき、市内への企業立地を促進するため必要な奨励措置を

講じ、本市産業の振興・多様化と雇用の促進を図り、地域の活性化に資する。 

    ２ 事業年度 

       昭和５７年度～（Ｈ１７年度～新条例） 

    ３ 事業概要  

区 分 交 付 要 件 奨励金の額 限度額 

(1) 企業の立地に伴う新規雇用従業員

が10人以上のとき。 
投下固定資産総額(取得に限る。以下

同じ。)について市が評価した額の100

分の5以内の額 

(2) 企業の立地に伴う新規雇用従業員

が5人(中小企業者にあっては2人)以

上10人未満のとき。 

投下固定資産総額について市が評価

した額の100分の1.4以内の額 

企業立地促進

奨励金 

(3) 企業の立地に伴う新規雇用従業員

が5人(中小企業者にあっては2人)未

満のとき。 

投下固定資産総額について市が評価

した額の100分の0.7以内の額 

1億円

新規事業促進

奨励金 
新設又は新たな事業展開(日本標準産業

分類の中分類以上の変更をいう。)に伴う

増設若しくは移転による企業の立地をし

たとき。 

投下固定資産総額について市が評価

した額の100分の1.4以内の額 
1億円

雇用促進奨励

金 
企業の立地に伴い新規雇用従業員を5人

(中小企業者にあっては2人)以上かつ引

き続き1年以上雇用したとき。 

新規雇用従業員1人につき50万円以内

の額 
3,000万円

環境保全施設

等奨励金 
製造業又は規則で定める特定事業に属す

る事業者が、企業の立地に伴い規則で定

める環境保全施設等奨励金対象事業を実

施したとき。 

事業の実施に要した経費又は固定資

産税の算定基準となった工場等の床

面積に1平方メートル当たり2,500円

を乗じて得た額のいずれか低い額 

5,000万円

用地取得奨励

金 
市が造成した用地を市から直接取得し、

企業の立地(この場合において、第2条第1

号に定める産業に属することは、要件と

しない。)をしたとき。 

企業の立地に係る土地の取得価格の1

00分の30以内の額 
3億円

※当初計上額は一部のみ（前年度並み） 
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(施)地域再生フォローアップ事業費（経済部 中小企業振興室）（拡充） 

２，７８２千円（1,000千円） 

    １ 事業目的 

中心市街地活性化のために、エコステーションのネットワークをはじめとした有機的な全

国とのネットワーク、地域でのやる気のある人のネットワーク構築を図り、民間による自主

自立的な組織構築運営を目指す。 

    ２ 事業年度 

       平成１７年度～ 

    ３ 事業概要 

      □地域再生フォローアップ事業委託料 ７０９千円 

        地域再生マネージャー招聘（全国とのネットワーク構築関連での指導） 

      □補助金 ２，０００千円 

        ・はまさい開催補助（交付先：新居浜地域再生まちづくり協議会）  

・新居浜ブランド創出事業補助（新規） 

新居浜の特産物生産機能を活用して市民参加による特産品開発に取り組む。最低５品

を本格製品化することを目標に、生産者だけでなく、消費者や市民の自由な発想の導

入により、多様なものづくりのまちとしての市民参加によるまちづくりを実施する。 

        （交付先：新居浜地域再生まちづくり協議会） 

      □その他 ７３千円 

        地域再生等担い手支援事業全国交流会議出席 

 

◎農林水産業の振興 

(公)ため池等整備事業（経済部 農地整備課） 

５０，８００千円（5,098千円） 

    １ 事業目的 

農業用水の安定供給と洪水による災害を未然に防止するため、老朽化した新田池（旦の上）

の改修工事を行う。 

    ２ 事業年度 

       平成１７年度～１９年度        

３ 事業概要 

       □総事業費 １０１，６４８千円 

       □測量調査一式、堤体工（Ｌ＝２５０ｍ）、底樋工（Ｌ＝１２ｍ）、斜樋工（Ｌ＝６ｍ）、 

        洪水吐工一式、用地買収（Ａ＝４００㎡） 

    ４ １８年度の事業内容 

       □工事費 ４０，６００千円 

            堤体工（Ｌ＝１００ｍ）、底樋工（Ｌ＝１２ｍ）、斜樋工（Ｌ＝６ｍ） 

    □用地費 ５，０００千円 

         用地買収（Ａ＝４００㎡） 

    □補償費 １，６５０千円 

            仮設道路用 

    □委託料 １，０００千円 

         用地測量 

    □事務費 ２，５５０千円          

 



 
 Ⅳ にぎわいと活力にみちたまちづくり 

 

 39 

    ５ 特定財源 

       □県1/2（25,250千円)（間接国費）□県1/5（10,000千円） 

□市債90％（13,700千円)(交付税算入率30％) □一財（1,850千円） 

 

 (単)市単独土地改良事業（経済部 農地整備課） 

３５，０００千円 

    １ 事業目的 

農作業機械の移動や農産物の運搬の効率を高めるための道路の整備を図るとともに、地域

住民の生活道路としても役立つ農道の整備と、用水路などの整備や大雨の時、水田から川へ

雨を流すための排水路などを整備する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □補助金 ３３，０００千円 

            水路改良１７地区、ため池改修３地区、農道改良２地区 

    □原材料費 ２，０００千円 

 

 (単)農道維持管理事業（経済部 農地整備課） 

１０，０００千円 

    １ 事業目的 

農道、水路の適正な維持管理を行う。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □施設修繕 ９，０００千円 

            農道、水路等補修 

    □委託料 １，０００千円 

         水路浚渫等 

 

 (公)別子山地区林道等開設事業（経済部 別子山支所）（新市建設計画） 

５７，６００千円（28,800千円） 

    １ 事業目的 

別子山地区の林業の生産性を向上させ林業振興を図る。 

    ２ 事業年度 

       保土野線 平成６年度～２５年度  豊後線 平成８年度～２７年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ５４，０７５千円 

            保土野線 Ｌ＝１５０ｍ、Ｗ＝４ｍ  豊後線 Ｌ＝１００ｍ、Ｗ＝３ｍ 

    □測量設計委託料 ２，５２０千円 

    □事務費 １，００５千円 

    ４ 特定財源 

       □県65％（37,440千円）□市債100％（20,000千円)(交付税算入率70%)□一財（160千円） 
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(公)海岸保全施設整備事業（経済部 農林水産課） 

１００，０００千円（80,000千円） 

    １ 事業目的 

大島漁港東防波堤に続く石積み護岸は天端高不足により背後地にたびたび越波・浸水被害

を及ぼすため、高潮対策事業として護岸工事を実施する。 

    ２ 事業年度 

       平成１７年度～１９年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □工事費 ９５，６５０千円 

            全体計画延長２４０ｍ（樋門１）のうち８０ｍの護岸整備 

    □事務費 ４，３５０千円 

    ４ 特定財源 

       □国55%(55,000千円) □県 12%(12,000千円) □市債90%(29,700千円)(算入率30%) 

              □一財（3,300千円） 

 

◎観光・物産の振興 

(単)筏津山荘改築事業（経済部 商工観光課）（新市建設計画） 

１２，６００千円（17,000千円） 

    １ 事業目的 

昭和５１年以来、別子山地区の観光宿泊施設として運営されてきた当施設を、観光客をは

じめ都市部からの交流人口の促進を図るための拠点施設として整備する。 

    ２ 事業年度 

       平成１７年度～２０年度        

    ３ １８年度の事業内容 

       □委託料 １１，９００千円 

            現地測量設計業務委託料、基本設計業務委託料  

       □事務費 ７００千円 

□基本構想案の策定（検討委員会及び市民懇談会の開催） 

施設・管理運営計画等 

    ４ 特定財源 

       □市債95%(11,300千円)(交付税算入率70%) □別子山振興基金(1,300千円) 
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◎運輸交通体系の整備 

(施)別子山地区生活路線維持運行対策費（経済部 別子山支所）（新市建設計画）（拡充） 

１１，７４２千円（2,188千円） 

    １ 事業目的 

市街地と別子山地域との交流を活発化し、地域住民の利便性向上と交流人口増加を目指し、

地域の振興と福祉向上に資する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～        

    ３ 事業概要 

       □４月下旬～３月３１日の間 基本：毎日４便２往復（別子橋～住友別子病院前） 

       □別子山地区内は乗降自由 

       □マイクロバス（乗車定員２０名程度 車いす席有り） 

       □１便 別子橋 6:20発 病院前 8:30着  ２便 病院前 8:40発 別子橋10:50着 

        ３便 別子橋13:10発 病院前15:20着  ４便 病院前17:30発 別子橋19:40着 

       □大人４００円 こども２００円（障害者及び介護者は半額）  

回数券（13枚綴4,000円）、定期券あり 

       □バス会社、タクシー業者等に運行を委託 

    ４ 特定財源 

    □別子山振興基金(10,892千円)  □乗客収入(850千円) 

 

(単)別子山地区バス車両購入事業（経済部 別子山支所）（新規） 

１３，５８６千円 

    １ 事業目的 

市街地と別子山地域とのバス路線を開設するため、バス車両を購入する。 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度               

    ３ 特定財源 

       □県1/2(6,750千円)  □別子山振興基金(6,836千円) 


